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　九州大学ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・セン

ター（QREC）はすべての九州大学の学生・大学院生を対

象とする教育プログラムを提供しています。この『履修の

手引き』はQRECの教育プログラムを体系的に理解いた

だくために作成しました。でも、『履修の手引き』の説明を

始める前に「あなたは最近２年間で失敗したことがありま

すか？」とお尋ねするところから始めましょう。

　この問いは米国の著名な起業家が社員の採用面接の

時に必ず尋ねる問いなのです。彼は続けます。

　「挑戦し続ければ必ず失敗は訪れる。成功し続けること

なんて有り得ないから。失敗した経験がないと言うのであ

れば、それは成功し続けたからではなく、挑戦していない

から失敗の経験がないのです。私の会社には挑戦しない人

材は必要ではありません」。つまり、「成功すること」と「失

敗しないことは」イコールではないのです。あなたは最近２

年間で失敗したことがありますか？言い換えると、あなたは

この２年間で何回の挑戦をしましたか？ なぜ、あなたにこ

のような問いをするところから始めるのか、読み進めてい

くと、きっと、あなたにも理解いただけると信じています。

あ
な
た
は

最
近
２
年
間
で

失
敗
し
た
こ
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あ
り
ま
す
か
？
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Ⅰ．QREC科目を学ぶにあたって

カリキュラムにある科目は、全学の学生が副専攻的な位置付けで履修出来ます。上図のように基礎から実践へと段階的にアントレプレナー

シップが学習できるようにデザインしています。最初は、周囲の「問題」や自らの「志向」に気付くことが大切です。次に問題解決のためには

「アイデアを創出」（Idea Generation）する創造性を鍛え、「市場」を知り「戦略」を考え（Marketing/Strategy）、「お金」（Finance）

を集め、仲間を募り「組織的な活動」（Organization/Group Dynamics）に拡大させる必要があります。このために必要な知識やノウハウ

（Knowledge/Tool）を学び、それを統合(Integration)し実践できるまでの科目を用意しています。

19Ⅵ．QREC科目を受講する場合について

カリキュラムチャート

平成26年度QRECカリキュラムの特色 基礎編

Motivation

学部1，2年 学部3，4年、修士1，2年 博士・専門職大学院生

応用編

ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・
プログラム（QREP）

アントレプレナーシップ・セミナー
（旧アントレプレナーシップ・セミナー Ⅱ）

キャリア・デザイン
（旧アントレプレナーシップ・セミナー Ⅰ）

＊2015年度以降開講予定 ※1 2014年度入学者から、表記および履修可能対象者が　　　　　変わります（P.36参照）。　※2 海外講師招聘集中講義になります。

QRECプログラム

2014年度企画中のイベント、
ワークショップ

2014年度新規開講科目

隔年開講（2014年度開講無）

（2014年3月現在）

アカデミックチャレンジ(AC)

チャレンジ＆クリエイション(C&C)

ニュービジネス・クリエーション

Integration

Global Seminar(English)

ビジネス・プランニング演習

QRECインターンシップ

ワークショップ

各種イベント

Knowledge/Tool

ビジネス・プラン・コンペティション

起業体験プログラム（QSHOP）

実践編

コーポレート・アントレプレナーシップ

QBS提供科目

新興国アントレプレナーシップ

ハイテク・アントレプレナーシップ

ソーシャル・アントレプレナーシップ

地域政策デザイン論

起業価値評価 ＊

＊

アントレプレナーシップ・マネジメント Ⅰ

アントレプレナーシップ・マネジメント Ⅱ

Idea Generation

アントレプレナーシップ　　　  　機会認知

研究・技術マネジメント論 ※1

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション
（グループダイナミクス演習）

アイデア・ラボ Ⅱ

戦略的デザイン思考
（旧デザイン・シンキング）

アントレプレナーシップ入門

アイデア・ラボ Ⅰ

デザイン思考

Organization/
Group Dynamics

Marketing/
Strategy

Finance

カリキュラム

イノベーション・マネジメント
（旧テクノロジー・マーケティング Ⅰ）

テクノロジー・マーケティング
Technology Marketing（English）
（旧テクノロジー・マーケティング Ⅱ）

ビジネスにおける競争優位性

アントレプレナーシップ・　　　   マーケティング

Kauffman Fellows Program
連携講義

ロジカル・シンキング
サマーキャンプ

アントレプレナーシップ・　　　   ファイナンスⅠ アントレプレナーシップ・ファイナンスⅡ
※1

※1

※2

太字



平成26年度QRECカリキュラムの特色Wat's
New!

　QRECでは、QREC教育プログラム、すなわち、カリュキュラムは、各科目の終了後実施している学生の皆さんの

アンケート結果とセメスター（学期）終了直後に開催している学生有志の教育改善に対する意見交換会（アセスメント

ミーティング）の結果を反映しています。

　平成26年度4月は、QRECがスタートして4回目の新学期を迎えます。これまでQRECの科目を履修してくれた先輩

たちの意見を取り入れて毎年見直しをしてきましたので、まさに三度目の正直の決意で平成26年度に臨んでいます。

　そこで、平成26年度にどのような新たな改善を試みているか主な点をお知らせします。

　QRECプログラムの入口であり、その後の科目を学習する基礎となる講義を年に2回（前期と後期）に開講します。

「デザイン思考」
アイデアを発想するときの思考法の一つであるデザイン思考の
基礎を学びます。

「デザイン思考」の開講に合わせて、これを基礎編
と位置付け、これまでの「デザイン・シンキング」を
より高度な教育へ移行し、「戦略的デザイン思考」
と変更しました。

以上、平成26年度QRECカリキュラムの特色を説明しましたが、どの科目を取ったらよいか？自分の進路を考えた
ときにどのような学習が必要なのか？不安に思っている方も多いと思います。そんなときには、ぜひ気軽にQREC
担当講師、スタッフまでご相談ください。喜んで皆さんの学習相談にお答えしたいと考えております。

　前期の開講に気付かず、そのまま１年待つのは勿体ないので、ぜひ、後期も開講してほしいとの学生の皆さんか

らの要望が強かったものです。この３科目については同じ内容で前期と後期で年２回開講することとしました。

　より多くの学生の皆さんにQRECでの学習の機会を提供することを目的とするものです。

「ソーシャル・アントレプレナーシップ」
起業することで社会的な問題を解決する方法論を学びます。

「QRECインターンシップ」
企業で働くことでQRECで学んだ知識やノウハウを実際に試します。

「Global Seminar」
海外の講師を招聘し、最先端のアントレプレナーシップ教育を英語で
学びます。

1.平成26年度より新たに開講する科目

2.年2回（前期と後期）開講する科目の設定

3.科目名、授業内容の変更

新履修登録スケジュールについて
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　平成26年度より、新たに4つの科目を新設します。

★各科目の詳細は、「QREC科目 シラバス一覧」（P.29）を参照して下さい。

（1）科目名を見て内容がわかるようにいくつかの科目の名称を変更しています。

（2）「アントレプレナーシップ・マーケティング」では、講義内容を改め、ビジネス統計を学べる講義に変更しました。

平成26年度より基幹教育院の履修登録スケジュールが
変更されました。現行の履修登録可能期間より短くなって
いますので、在校生はご留意ください。

平成26年度の履修登録スケジュールについては、
QREC独自のスケジュールもあります。
P.16で更に詳しく説明しています。

◆平成２5年度まで ◆平成26年度～

New

New

学生が学生用Webシステムで登録できる期間

授業開始
第１週目

受講許可を受ける
（聴講届の提出）

履修登録エラー確認・
履修者名簿（暫定版）出力

履修登録最終確認
（窓口にて訂正受付）

履修中止
（窓口にて受付）

履修者名簿
（確定版）出力

第２週目 履修登録（Web）

履修登録確認・修正（Web）

履修登録エラー確認

第3週目

第4週目

第5週目

第6週目

第7週目

第8週目

受講許可を受けて
履修登録（Web)

履修登録確認・修正（Web)
履修者名簿WEB出力可能

履修中止［基幹教育科目］
（窓口にて受付）

履修登録エラー確認

履修登録エラー確認

履修登録最終確認
（窓口にて訂正受付）

授業開始
平日の６日間
（第１週目＋第２週目の１日）

平日の４日間
（第２週目）

平日の３日間
（第３週目）

平日の４日間
（第３週目～第４週目）

平日の３日間
（第４週目）

第５週目

デザイン思考

ソーシャル・アントレプレナーシップ

QRECインターンシップ

Global Seminar(English)

H25年度まで デザイン思考

戦略的デザイン思考

［基礎］

［高度な教育］

デザイン・シンキング

アントレプレナーシップ入門 アイデア・ラボI デザイン思考



QREC科目を学ぶにあたってⅠ

　みなさんは「キャリア」という言葉を聞いて、何を思い

浮かべますか？キャリアとは、一言でいえばその人の人

生（Life）のなかでの仕事あるいは働くこと（Work）、

すなわちワーキングライフ（Working Life）のことで

す。学年が進むにつれて、多くの皆さんは「就活（就職

活動）」と向き合う場面が出てきます。

　これまで当然と考えられていた終身雇用と年功序列

を基本とする日本の雇用スタイルは変容を遂げてしま

いました。企業の採用活動も新卒重視から中途採用の

併用が常態化しました。これからは、意図して、あるい

は意図せず、はたまた偶然に、会社を変える、転職する

ことが日常的なこととなるでしょう。キャリアを変えるこ

とは欧米ではすでに当然の選択肢となっており、日本

でもその傾向が顕著になっただけなのです。

　日本の平均寿命は男性が79.64歳、女性が86.39 

歳（厚生労働省「H22年度簡易生命表」）と発表され

ています。現在、学生である皆さんが、ストレートに博

士課程まで進学を続けたとしたら（専攻によって多少

異なりますが）、「学生」をそのまま続けられるのは30 

歳位までですね？ そうであれば、平均寿命から考える

と学生でいる時間よりも働く時間の方が長い。“人生の

大半はキャリアである”と言い換えることができます。

もし、皆さんが“幸せな人生を過ごす”ことを望むのであ

れば、少なくとも自分の意図するように“人生をデザイン”

できるのであれば、自分の人生に少しは納得できるはず

です。人生の大半がキャリアであるならば、“キャリアを

自らデザインする”ことが出来れば幸せになる可能性は

高まるはずです。キャリアを自分でデザインできるよう

にするためには、他にも方法はあるかも知れませんが、

①自分の価値を高める。②自分の選択肢を増やす。こと

は大切な方法だと思いませんか？

1.キャリア・デザイン ～自分の人生をデザインする

でも、どうやって？

　皆さんは「会社の寿命30年」説を聞いたことがあり

ますか？　ビジネス系の雑誌として有名な「日経ビジネ

ス」が1983年９月、株式上場企業の総資産額のランキ

ング分析を基に唱えたもので、「企業にも寿命があり、

優良企業とはやされても盛りは30年まで」と結論付ける

ものです。この「会社の寿命30年説」は当時、衝撃的に

受け止められました。経営学の技術経営（Manage-

ment of Technology）の領域では、製品や産業に

は寿命（Life cycle）が存在し、製品や産業は導入期

（Introduct ion）→成長期（Growth）→成熟期

（Maturity）→衰退期（Decline）に分類され、サイク

ルによって規模が増大し減少するというものです。

　産業のライフサイクルを示しましたが、ここで大学生が

就職を希望する人気企業のランキングを見てみましょう。

様々な調査会社から毎年発表されています。これを

1965年から5年単位で推移を見たものが下の表です。

1965年から変わらずにベスト10入りしている企業もあり

ます。でも、よく見ると合併した会社が多いですよね？その

ような企業はなぜ合併することが必要だったのでしょう？

　また、なぜ人気ランキングが変動するのでしょう？

動するときには、どんな視点から就職する会社を選び

ますか？「“良い会社”に就職したい」。ですが、“良い”

会社ってどんな会社ですか？

　ここまで「会社の寿命30年説」や、産業のライフサ

イクル、それから就職の人気企業ランキングの変動に

ついてお話しして来ました。それでは、皆さんが就職活

［1］会社の寿命は30年？

［大学生が就職を希望する人気企業ランキング推移］

2.変化と向き合う ～不確実性との付き合い方

順位 1965年

東洋レーヨン1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

丸紅飯田

伊藤忠商事

東京海上火災保険

三菱商事

旭化成工業

松下電器産業

住友商事

三和銀行

大正海上火災保険

日本航空 日本航空

日本航空

丸紅飯田

伊藤忠商事

東京海上火災保険

三菱商事

三井物産

三井物産

三井物産

三井物産

三井物産

三井物産

日本IBM

朝日新聞社

松下電器産業

住友商事

電通 電通

日本IBM

丸紅

伊藤忠商事

東京海上火災保険

三菱商事

NHK

NHK

サントリー

サントリー

JTB

東京海上火災保険

三菱商事

三和銀行

安田火災海上保険

日本生命保険

住友商事

東京海上火災保険

三菱商事

三菱銀行

三菱銀行

松下電器産業

住友銀行

住友銀行

日本電気

富士銀行

日本生命保険

NTT NTT

東京海上火災保険

JR東海

日本航空

全日本空輸

三和銀行

ソニー

伊藤忠商事

東京海上火災保険

三菱商事

JR東海

第一勧業銀行

富士銀行

三和銀行

ソニー

NHK

NTTドコモ

サントリー

JTB

電通

博報堂

本田技研工業

資生堂

NTT

トヨタ自動車

JTB

サントリー

日本航空

全日本空輸

JR東海

日産自動車

博報堂

本田技研工業

電通

三菱商事

住友商事

東京海上日動火災保険

みずほFG

三井物産

三井住友銀行

丸紅

第一生命保険

三菱UFJ信託銀行

三菱東京UFJ銀行

1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年

（リクナビのデータを基に作成）

2000年 2005年 2010年

4 5

キャリア（Working Life）

人生（Life）

昨日の夢は、今日の希望であり、明日の現実である。 未来は偶然手に入るものではない。自分の未来は自分で創るものだ。

by
ロバート・ゴダード

by
ロジャー・スミス
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　既にお話ししたように、みなさんのキャリアつまり働

く時間は、これまで過ごした学生生活の倍以上の長さ

となるでしょう。もし、「会社の寿命30年説」が正しい

としたら、皆さんが最大の能力を発揮している時分に

会社の寿命が尽きてしまうことだって起こるかもしれ

ません。近年の情報通信技術（ICT）の発達によって、

一瞬で新しい情報や知識は世界中を駆け巡ります。国

際化の進展により世界各所の出来事が即座に自分の

周囲に影響を及ぼすようになって来ました。世の中の

変化のスピードはどんどん加速します。皆さんが考え

る“良い会社”は、今の状況が“良く見える会社”ですか？

それとも、将来、“良くなる可能性を秘めた会社”です

か？それではどんな会社を選べば良いのでしょうか？

　進化論の提唱者チャールズ・ダーウィンは、「最も強

い者が生き残るのではなく、最も賢い者が残るのでも

ない。唯一生き残るのは変化する者である。」という言

葉を残しています。中生代ジュラ紀（２億1200万～１

億4300万年前）においては恐竜は最強の生物であっ

たでしょう。しかし、生きた彼らの姿を見ることができま

せん。絶滅により博物館の骨格標本から当時の姿を想

像するだけです。現代はわれわれ人類を頂点とする哺

乳類に代表される時代です。それでは、なぜ、恐竜は絶

滅し、哺乳類は生き残れたのでしょう？ダーウィンに由

れば“変化”し環境に“適応”できたからですよね。皆さ

んは「恐竜に着いて行く（Follow the dinosaurs）」

ことを選びますか？それとも、「わが道を行く（Go 

your own way）」ことを選びますか？

　“変化”が怖いですか？ 確かにそういう面があるかも

知れません。なぜ、変化が怖いのか？ この問いに、将来、

どうなるか予測が付かないから、不確実だから、リス

クが高いからと、いろいろな回答が寄せられるでしょ

う。日本では、この“リスクが高い”という回答が多い

ように感じます。

　リスクの定義はたくさんありますが、「ある行動に伴う

（あるいは行動しないことに伴う）、危険に遭う可能性や

損をする可能性」とすることが一般的です。金融の世界

では、リスクはリターンと対で考えることが多く、「リスク

が高いものは利得（損失）の度合いが期待リターンに対

して高くなる。また期待リターンの大きいものはリスクも

大きい」。なので、リスクの高いものはリターンも高い、

リスクの低いものはリターンも低いのが通常です。確率や

統計を用いて期待リターンを見積もることが多いので、

考えてみるとすぐにわかりますよね？ 誰もリスクが高くリ

ターンが低いものは望みません。一方で、リスクが低くリ

ターンが高いものであれば誰もが望むので結果的に競

争状態となり均衡することになります。

　次に“不確実性”とは何でしょう？ リスクと同義で語ら

れることが多いのですが、経済学者は、「これから起こる

ことが確実でないことで、特に確率すら計算できない場

合」を指すとしています。世の中が一定の方向に動いて

いる状態であればこれから起こることを予測できます。

そうであれば誰もが同じ選択をするでしょう。しかし、世

の中が劇的に、しかも、刻一刻と変化する、つまり、不確

実性が高いのであれば、将来を予測することは困難で

あり、今まで通りのやり方は通用しません。しかし、そう

考えると、予測できるのであれば、先に行っている人に

はいつまで経っても追いつけませんが、不確実性が高け

れば、上手くやれば全く異なる成功を収めることが出来

るかも知れません。だからこそ、“不確実性”とうまく付き

合ってみようと思いませんか？

［2］ 不確実性と付き合う
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　ここでアントレプレナーシップ（entrepreneurship）

について見てみましょう。アントレプレナーシップは、近

年、経営学・経済学・産業政策論・地域経済論など学問領

域ばかりではなく国や地域の産業振興に対する切り札と

して、世界的に注目を集めるホットなテーマです。

　残念ですが、日本におけるアントレプレナーシップの

研究及び教育は相対的に注目度が低く、アントレプレ

ナーシップの最も狭い定義である“会社を興すこと”、

つまり“起業すること”ばかりを強調しすぎる傾向があ

ります。その為、日本では「アントレプレナーシップ」の

訳語として｢起業家精神｣を充てられることが多いので

しょう。アントレプレナーシップを日本に導入したのは

1980年代初頭でした。当時、アメリカ東海岸のボスト

ン周辺（ルート128周辺）と西海岸のシリコンバレーで

は、若手起業家が創設した新興企業群が半導体産業

やコンピュータ、ソフトウェア分野を牽引しており、例え

ば、スティーブ・ジョブスのAppleなど、彼らが起業した

会社が世界企業へ急成長するのと並行して、その地域

にいくつもの新産業が立ち上がり、世界経済にインパ

クトを与えるようになっていました。その新たな企業群

が経済や産業を牽引するシステムを日本へ移植したい

と考え、その中心にあるものが、“新たな企業（あるい

は事業）の立ち上げ”あるいはそれを支える「挑戦心」

だと考え、｢起業家精神｣の訳語を当てたのでしょう。

　一方、欧米における“アントレプレナーシップ”の定義

は起業という特別な行動を指すものではありません。日

常的に使われる言葉なのです。例えば、大学においてあ

る学生が新しいサークル活動を始めるアイデアを提案し

た時に、それを聞いた彼の仲間たちは「彼ならきっとやり

遂げるよ。彼はアントレプレナーシップを持っているから」

というような表現が当たり前に使われています。

　とは言え、アントレプレナーシップは学生の皆さん

には聞きなれない言葉でしょうから、参考までに、最

近の欧米の代表的なアントレプレナーあるいはアント

レプレナーシップの定義を２つほど挙げておくことに

しましょう。

3.キャリア・デザインとアントレプレナーシップ

◆アントレプレナーシップ教育領域で最高の評価を受けているバブソン大学（Babson College）では、

◆著名な経営学者ドラッカー（Drucher）は、

（リーダーシップ・統合的なアプローチ・機会志向 の組み合わせによってもたらされる思考・行動体系）

“A way of thinking and acting that is opportunity obsessed, holistic in approach
and leadership balanced”

（アントレプレナーは、常に変化を探し求めて、それに反応し、機会として活用する）

“the entrepreneur always searches for change, responds to it, and exploits it as
 an opportunity”

最も強い者が生き残るのではなく、最も賢い者が残るのでもない。
唯一生き残るのは変化する者である。

どんな馬鹿げた考えでも、行動を起こさないと世界は変わらない。by
チャールズ・ダーウィン

by
マイケル・ムーア
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　この２つの定義を見てわかるように、「アントレプ

レナーシップ」の概念は、「機会」に大きな焦点と当

てていますが、すでに述べたように“会社の立ち上げ”

（≒起業）に留まるものではなく、“精神”で表される

“考え方、心構え”のような側面に加えて、必ず“行動

（action）”が伴うものと考えられているのです。だか

らこそ、我々のセンター（QREC）が目指す教育やその

ための研究は日本語の“起業家精神”あるいは“起業家

教育”という言葉で表現するのではなく、敢えて“アン

トレプレナーシップ”を充てているのです。蛇足ですが、

だからと言って学生の皆さんの“起業への志”をないが

しろにするものではありません。アントレプレナーシッ

プを構成する大きな要素であることは十分理解してい

ます。だからこそ、起業を志す学生に最大限の支援を

惜しまないつもりです。とはいえ、「起業するか否か」、

あるいは「いつ、起業するのか」は最終的に一人一人

が自分で決めることであり、個々の意思が一番大切で

すよね。

　この『履修の手引き』の書き出しは、「あなたは最近２

年間で失敗したことがありますか？」という質問から始め

ましたが、ここで「あなたはアントレプレナーシップを持っ

ていますか？」という質問に置き換えることが出来ます。

その後、この章では「キャリア・デザインとアントレプレナ

ーシップ」という視点から話を進めて来ました。よりよいキ

ャリアを選ぶためには、①自分の価値を高めること。②自

分の選択肢を増やすこと、の２つが大切だと示しました。

そのためには不確実性と上手に付き合うことが大切だ

と。つまり、ドラッカーが指摘するように、“変化”を“機

会”として捉えて、不確実ではあるかも知れないし、挑戦

すれば失敗することが多いかも知れないけれど、そこか

ら学ぶことが多いのも事実です。QRECにおけるアント

レプレナーシップ教育では、学生の皆さんのアントレプレ

ナーシップに関する知識やスキルの向上を支援します。

それ以上に、九州大学在学中に皆さんの経験値を増や

すために出来るだけ多くのことに挑戦できる機会を提供

していくこともQRECの使命だと考えています。
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　すでにQRECの目指すものは、単に起業を促すもの

でも精神的なものに留まるものではないことをご説明

しました。だからこそ「起業家教育」あるいは「起業家

精神教育」ではなく「アントレプレナーシップ教育」を

目標に掲げているということも。少し硬い話になるかも

知れませんが、ここではQRECの使命、育成すべき人

材像、特色を簡単に記載しておくことにしましょう。

QRECの使命は下記に掲げる３つです。

九州大学の学生に対し、先進的なアントレプレナー
シップ関連教育を提供することにより、九州大学か
ら自立心、向上心、グローバル意識を有し、積極的
に新しい価値創造にチャレンジする、世界に羽ばた
くリーダー人材を輩出します。
起業に限らず、大企業、アカデミア等を含む社会の
あらゆる分野で、新たな価値創造に挑戦する人材
育成を目指します。
地域におけるアントレプレナーシップ醸成のハブを
確立します。

QRECの目指すものⅡ

1 ．QRECの使命

●

●

●

QRECの育成すべき人材像は下記の５つのタイプです。

自ら機会を発見・創造して、目標と道筋を構想する
能力ある人材
新たな価値創造に対して積極的に挑戦する人材
個人として自立意識を持つ人材
社会や世界を幅広く俯瞰できる知識と能力を持つ
人材（T字型人材、グローバル人材）
知識を社会で活かす意欲と具体的価値を創造する
能力ある人材（MOT人材）

2 ．育成すべき人材像

●

●
●
●

●

学部/大学院一環の体系的アントレプレナーシップ教育
日本で初めて、学部生・大学生を対象とした一貫的、
体系的アントレプレナーシップ教育の提供します。

3 ．QRECの特色

●

アントレプレナーシップ教育、MOT教育の融合
広義のアントレプレナーシップ教育を採用し、リーダ
ー人材を育成します。

●

グローバル性重視
世界の主要大学等と連携し、最適・最良のリソース
と交流機会を確保し、留学生の積極的参加、国際
関係部局との連携等による国際的な教育を実施し
ます。

●

分野融合・多様性確保
工学研究院、システム情報科学研究院、農学研究院、
芸術工学研究院、21世紀プログラム等、学内各部局
と相互連携した教育を企画・実施します。部局横断的
なプロジェクトを企画し多様なバックグラウンドの学
生の融合を図ります。

●

プラクティカル、産学連携
国際的な学生ネットワークへの参加を推薦し、双方
向型・参加型教育を提供します。具体的なプロジェク
トを基礎とすることで、リアルな体験型教育を目指し
ます。産業界と積極的に連携することで人材や教育
の場を確保し実践的教育を目指します。

●

現代ニーズ対応
新興国ビジネス、社会的起業家等、現代の多様かつ
新たな動きに対応します。

●

by
アラン・ケイ

未来を予測する最善の方法は、自らそれを創り出すことだ。
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QREC提供科目群は、①「総合科目」、②「高年次

教養科目」、③「大学院共通教育科目」、④「経済学

府産業マネジメント専攻（ビジネススクール；QBS）

科目」（以下、QBS科目）、⑤「その他の科目」の5 

種類の科目からなります。

①「総合科目」、②「高年次教養科目」、③「大学院

共通教育科目」は各学部、各大学院において単位

認定の適用を受けています。なお卒業または修了の

要件としてカウントできるかは、各学部、各大学院

により取扱いが異なります。

④「QBS科目」については、QRECの紹介でQBS

の承認によって大学院に所属する学生が履修する

ことが出来ます。単位認定に関しては、各学部、各

大学院の所定の定め、手続きに拠ります。

⑤「その他の科目」は、「総合科目」、「高年次教養

科目」、「大学院共通教育科目」、「QBS科目」以外

の科目の総称です。「その他の科目」の単位認定に

関しては、科目毎に各学部、各大学院での確認が必

要となります。但し、この範疇に入る科目はそれほ

ど多くはありません。

QRECにおいては、学部・専攻横断的あるいは学

部学生、大学院学生（特に社会人学生）が共に科目

履修をすることで多種多様な履修学生間の相互啓

発による教育効果の向上を狙いとしています。この

ため、１つのQREC科目に対して「総合科目」、「高

年次教養科目」、「大学院共通教育科目」、一部の

「QBS科目」に複数の科目種類を割り当てている

ものもあります。

【例】QREC科目「アントレプレナーシップ・マネジメン

トⅠ」では、総合科目では「アントレプレナーシップ・マ

ネジメントⅠ」、大学院共通教育科目では「アントレプ

レナーシップ・マネジメントⅠ（特論）」という科目名称

を与えていますが同一の科目です。

【例】前述の例では、学部在籍時、総合科目として「ア

ントレプレナーシップ・マネジメントⅠ」を履修。その後、

大学院進学後に、大学院共通教育科目として「アント

レプレナーシップ・マネジメントⅠ（特論）」を履修する

場合、学部、大学院でそれぞれ単位としてカウントす

ることは可能ではありますが、QRECの修了証明書の

要件としては、2科目が履修済であっても1科目として

しかカウントされないのでご注意ください。

2-1．科目の種類

● 後述しますが、QREC科目群のうち、指定の科目及

び科目数を履修した場合､希望者に対してはQREC 

の「修了証明書」を発行することが可能です。

科目履修は、学部学生の時に「総合科目」あるい

は「高年次教養科目」を履修し、大学院に進学後、

同一科目を「大学院共通教育科目」（あるいは一部

の「QBS科目」）を履修した場合、学部及び大学

院における単位修得はそれぞれ可能となります。

（但し、単位認定に関しては、それぞれの学部・大学

院の定めに従います）。但し、QRECの「修了証明

書」の要件としては、１科目としてしかカウントされ

ないので注意が必要です。

●

●

●

●

●

●

　QRECでは、学生の皆さんのアントレプレナーシッ

プを涵養することを目的にしております。そのために、

先端的な知見を獲得し教育にフィードバックさせるた

めの研究活動、教育環境を整えるための国内外の大

学や行政、企業との連携を模索する活動など多くの活

動を行っています。

　ここからは本来の「履修の手引き」の目的に沿って､

QRECの活動のうち教育プログラムに関するものに絞

って説明していきます。それ以外の活動に関心や興味

を持っていただいたのであればお気軽にお問合せ下さ

い。さて、教育プログラムについて説明を続けることに

しましょう。

　すでにお話したようにQRECが提供する教育プログ

ラムは、広義のアントレプレナーシップ涵養を目指すも

のです。しかも、アントレプレナーシップは行動を伴う

概念であることもすでにお示ししました。QRECの教

育プログラムは、当然のこととして、学生自らが自らの

意思で「行動」を始める段階までを教育の対象として

います。つまり、QRECが教育の狙いとするものは「ア

ントレプレナーシップを持って考え、行動する（Entre-

preneurial Thinking and Action：E.T.A）」こと

であり、すべての九大生のE .T .Aを高めることが

QREC教育プログラムの目的となります。

　E.T.Aを高めるためにQRECでは多種多様なプログ

ラムを網羅的で総合的な提供を目指しています。これ

を整理すると、大きく２つのプログラムから成り立って

います。①九州大学の正規な科目として単位取得可能

なQRECが提供、あるいは推奨する科目群（以下、

QREC科目）、もう一つは、②単位の取得は出来ない

が学生に実践の場を提供するその他のプログラム群

です。この２つめのプログラムでは国内外のビジネス・

インキュベータ（BI）やベンチャー・キャピタル（VC）な

ど、アントレプレナーシップを推進する機関・企業と提携

あるいは連携を前提とするインターンシップ・プログラム

や共同開催のイベントが中心となります。この「QREC科

目群」（①）及び「その他のプログラム」（②）の両方を、

QRECでは段階的に拡充・強化しています。　

　「QREC科目群」及び「その他のプログラム」は、と

もにE.T.A教育には、重要な意味を持っていますが、こ

の「履修の手引き」では、単位履修可能な「QREC科

目群」に関する解説を行っていきます。

　QREC科目群（九州大学の正規科目として単位取得

可能なQRECが提供あるいは推奨する科目）の特色は

次の３つが挙げられます。

QRECの単位取得可能な教育プログラムについてⅢ

1 ．教育プログラムの狙い
（単位取得可能な科目+それ以外のプログラム）

2 ．QREC科目群の特色と体系

体系的かつ段階的に構成された日本初の総合的な

アントレプレナーシップ教育プログラムです。

九大全学横断的、かつ、学部１年生から修士課程、修

士課程、専門職大学院課程までの履修が可能です。

全29科目で単位取得が可能です。一方で、半期に

最大２科目を目途に履修していけば、学部１年から

修士２年までの６年間で専門科目の履修を妨げるこ

となく、網羅的にQREC科目の履修が可能です。

①

②

③

by
アルバート・アインシュタイン

常識とは、18歳までに身につけた偏見のコレクションのことをいう。
＊1（以降同様） ＊2（以降同様）

＊1 総合科目は、全学教育科目と基幹教育科目に該当します。
＊2 高年次教養科目は、全学教育科目の高年次教養科目、基幹教育科目の高年次基幹教育科目に該当します。
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学部1，2年 学部3，4年、修士1，2年 博士・専門職大学院生

ロバート・ファン/アントレ
プレナーシップ・プログラム
（QREP）

アントレプレナーシップ・セミナー
（旧アントレプレナーシップ・
セミナー Ⅱ）

キャリア・デザイン
（旧アントレプレナーシップ・
セミナー Ⅰ）

＊2015年度以降開講予定 ※1 2014年度入学者から、表記および履修可能対象者が変わります（P.36頁参照）。　※2 海外講師招聘集中講義になります。

QRECプログラム

2014年度企画中のイベント、
ワークショップ

2014年度新規開講科目

開講（2014年度開講無隔年）

アカデミックチャレンジ
(AC)

チャレンジ＆クリエイション
(C&C)

ニュービジネス・
クリエーション

Global Seminar(English)

ビジネス・プランニング演習

QRECインターンシップ

ワークショップ

各種イベント

ビジネス・プラン・
コンペティション

起業体験プログラム
（QSHOP）

コーポレート・コーポレート・
アントレプレナーシップアントレプレナーシップ

QBS提供科目QBS提供科目

新興国
アントレプレナーシップアントレプレナーシップ

ハイテク・
アントレプレナーシップアントレプレナーシップ

ソーシャル・ソーシャル・
アントレプレナーシップアントレプレナーシップ

地域政策デザイン論地域政策デザイン論

起業価値評価起業価値評価 ＊

＊

アントレプレナーシップ・
マネジメント Ⅰ

アントレプレナーシップ・
マネジメント Ⅱ

アントレプレナーシップ機会認知アントレプレナーシップ機会認知

研究・技術マネジメント論 ※1

アントレプレナーシップ・
オーガニゼーション
（グループダイナミクス演習）

アイデア・ラボ アイデア・ラボ ⅡⅡ

戦略的デザイン思考
（旧デザイン・シンキング）

アントレプレナーシップ入門アントレプレナーシップ入門

アイデア・ラボ Ⅰ

デザイン思考デザイン思考

イノベーション・マネジメント
（旧テクノロジー・マーケティング Ⅰ）

テクノロジー・マーケティング
Technology Marketing（English）
（旧テクノロジー・マーケティング Ⅱ）

ビジネスにおける競争優位性

アントレプレナーシップアントレプレナーシップ・
マーケティング

Kauffman Fellows 
Program　連携講義

ロジカル・シンキング
サマーキャンプ

アントレプレナーシップアントレプレナーシップ・
ファイナンスⅠ

アントレプレナーシップ・
ファイナンスⅡ ※1

※1

※2

太字

12 13

　「基礎」、「応用」、「実践」の主な対象はそれぞれ「学部１、２年生」、それを履修した「学部３、４年生及び修士」、そ

の後の「博士課程あるいは専門職大学院生（社会人経験あり）」と年次あるいは履修段階に対応させ、設計しています。

社会的な問題の発見・認知・認識などの問題意識の醸成（気付き）、あるいは創造性の伸張を目指すもの。

習得した知識を統合し総合化を行い、それぞれの課題に適した知識、ツールを活用して問題解決が図れる能力の習
得を目指すもの。

必要な基礎知識及び問題解決のために活用することができる手法の習得を目指すもの。

プロジェクトを成功させるには参加メンバーの能力をチームとして発揮させる必要がある。特にE.T.Aでは1人から
2人、3人へ。そこから5人、10人、30人、100人と短期間で組織を拡大させ、それを運営する必要がある。
※一般にチーム組成（Team Building）と称されます。

プロジェクトを成功させるには採用すべき多様な戦略を検討し、その中から最適な戦略を採用する必要がある。
そのためには顧客や競合相手、市場の動向を知る必要がある。

プロジェクト遂行のためには資金を調達する必要がある。組織の大きささやプロジェクトの進捗状況によって、
最適な資金の集め方は異なる。この類型では必要なお金の集め方に関して学ぶ。

常識に捕らわれずに事実に向かうことで問題に「気付き」、発散的な思考法等を用いて創造性を発揮する類型。

①基礎から実践までの段階的教育プログラム

図中、水平方向の左から右方向に

「基礎」：座学形式で理論を中心とした教育。

「応用」：ケーススタディー等を用い、グループディスカッション等の演習を含む教育。

「実践」：個別あるいはチーム単位で実際のプロジェクト参加を前提とした教育。
※一般にAction Learning（A.L）またはProject-based Learning（PBL）と呼ばれます。

※Integrationでは、ほぼ「実践」の段階に位置しており、履修者の最終的なキャリア・デザイン、例えば、大手企業の新製品開発を担当するエンジ
ニア、社会起業家、新産業創出に関わる政策立案者などの進路に従い、それに特化した形で実践的な問題解決能力の育成を目標としています。

②問題意識の涵養（気付き）から統合的な能力までを意識した教育プログラム

図中、左上から右下の斜め方向に

※４類型はそれぞれ独立して学習を行いますが、最終的にはすべてが相互に密接に関連しています。例えば、市場分析を十分に行わなければ、
社会の問題は発見できず、また、その問題を本当に解決するには、参加者・支援者を増やし組織化する必要があります。一方、組織化するために
は資金の手当てが必要ですが、どのような潜在的需要に対して、どのような戦略で対処するか資金提供者に説得できなければお金を集めること
は出来ません。このようにE.T.Aでは上記の４類型を柔軟かつ適宜連動させて検討する必要があります。

③アントレプレナーシップを網羅する4領域の科目群からなる教育プログラム

図中、縦方向に4つの四角で囲まれたもの

2-2．QREC科目の体系［カリキュラムチャート（P1）を参照］

　QREC科目は、次の3つの視点から設計、体系付け

られています。①基礎から実践までの段階的教育プロ

グラム、②問題意識の涵養（気付き）から統合的な能

力の養成までを意識した教育プログラム、③アントレ

プレナーシップを網羅する4領域の科目群からなる教

育プログラムの３つです。

「Motivation」（図中、グリーン部分）：

「Knowledge & Tool」（図中、バイオレット部分）：

「Integration」（図中、オレンジ部分）：

「Idea Generation」：

「Organization Group Dynamics」：

「Marketing/Strategy」：

「Finance」：

ロバート・ファン/アントレ
プレナーシップ・
（QREP）

Idea Generation

イノベーション・マネジメント
（旧テクノロジー・マーケティング 

Motivation

Integration

Knowledge/
Tool

Idea Generation

Organization/
Group Dynamics

Finance

Marketing/
Strategy

基礎編 応用編 実践編
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14 15

1.文部科学省「民間企業の研究活動に関する調査」でも企業研究職に採用された大卒・大学院卒社員の評価が報告されていましたが、評価指標が変わり、この項目が落ちてしまったのは残念です。

3 ．修了証明書の発行

　QRECでは、一定のQREC科目を履修した場合に、
学生からの希望があれば修了証明書（Certification）
を発行します。修了証明書は①QREC修了証明書及び
②QREC修了証明書【上級】の2種類を準備していま
す。それぞれの発行要件は下記に記しますが、修了証
明書発行はQRECの履修学生の一定の目標を提示し
総合的なE.T.Aの習得目標を明らかにするとともに、
QRECが掲げている「育成すべき人材像」の教育効果

を測る指標とし、教育効果を適時確認しプログラム全
体を見直す際の尺度としています。将来的には高等
教育（学位号付与）の基礎とする計画です。加えて、
修了証明書取得者を中心としたネットワークを段階的
に形成していくことによって、将来のQRECを中心と
する産官学あるいは地域のアントレプレナーシップに
関わるエコ・システム形成の中核としていく計画です。

4 ．履修モデル

起業家に留まらず政策立案者、研究者あるいは大
企業に勤務するものであってもアントレプレナーシ
ップを持つ人材が求められています。技術者を例
にしましょう。少し以前の資料となりますが、「国際
競争力強化に向けたわが国の産学官連携の推進」
（日本経団連､2001年10月）によれば、新卒を
含む産業技術人材に関する現状の問題点として、
「大学レベルの基礎学力の不足」に次いで、2番目
に「創造性欠如、問題設定能力の不足」、3番目に
「積極性、問題意識の欠如」が並び、同率の5番目
には、「新事業における即戦力人材の不足」と「リ
ーダーシップのある技術マネジメント人材の不足」
がランクされています。
「起業すること」だけに注目した狭義のアントレプ
レナーシップを採用したとしても、起業する時期は
自らが決定でき、すなわち学生時代であっても、就
職し退職まで勤め、その後、起業を決意したとして
も起業することには変わりはありません。どのよう
なキャリア・デザインをするか、あるいはその時々、
どのようなキャリア・パスを選択するかは皆さん一人

すべてのキャリアに必要な知識があります。「デザイン
思考」は、組織や市場を考える際に、どのような方法
論で組織あるいは市場の実態を分析するのか、その
方法論を学ぶ科目です。デザイン思考では、「現場」
に行き、その現場を深く観察すること。プロトタイプを
作り、試しながら改善していくプロセスを学ぶ、いわ
ばQRECのアントレプレナーシップ教育のオペレー
ティングシステム（ＯＳ）の位置づけと考えて下さい。

ひとりの自由な意思決定に由るものであるはずで
す。大切なことは、どのような職業、職位に就いた
としてもE.T.Aが必要であることには変わりはあり
ません。
だから、QRECでは、まずは身近な「技術者になり
たい」、「政策立案をしたい」、「新規事業の企画を
したい」など、学生の皆さんの当面のキャリアの希
望に即して「履修モデル」を提示し、より皆さんが
求めるものと「QREC科目」で履修した方がよい科
目の関係を提示するように試みています。
履修者が希望する将来的なキャリア・パスが明確で
あるならば、QREC修了証明書及び同【上級】を取
得することよりも、将来展望に沿ったQREC科目を
履修することの方が大切だと考えます。
そこで、履修者が希望する将来のキャリア・パスに
従って必要と予想される推奨科目、つまり、履修モ
デルを参考までに次から示します。
しかし、履修に際しては、これらの科目を履修する
前提として「基礎」あるいは「応用」の科目を履修
することが望ましいことは言うまでもありません。

QREC修了証明書（Certification）

●

●

●

「テクノロジー・マーケティング」は、Webを用いた製
品開発・市場投入のゲーム・シミュレーションを通じて
マーケティングを学びます。すべての性能は最高にし
てもその製品が売れるとは限りません。製品そのも
のや広告媒体を通じて顧客に告知し、それが販売と
いう形でフィードバックされます。つまり、市場と対話
することが求められます。大学における研究であって
も、学会や学会誌などを通じて公表することが求めら
れます。学会も一つの市場ですから。

●

●

●

●

●

QREC修了証明書では、「基礎」から「応用」までを
体系的に履修し、一般的な課題に対し、E.T.Aを発揮
できる能力を有していることを証明するものです。
右記にQREC修了証明書の取得に必要な単位数と
履修必要科目を記します。

●

●

QREC修了証明書【上級】（Certification：Advanced）

QREC修了証明書【上級】は、QREC修了証明書を
取得済あるいは取得者と同等の能力を認めたもの
で、社会起業家、大手企業での新製品開発者など、
各論においてE.T.A発揮し、チームあるいはプロジ
ェクトのリーダーに相応しい能力を有していること
を証明するものです。
QREC修了証明書を取得済みと同等と認めるのは、
原則、3年以上の社会人経験を有し、かつ、経営学修
士号（MBA）を取得済みかあるいは年度末までに取
得見込みのある者とします。
右記にQREC修了証明書【上級】の取得に必要な単
位数と履修必要科目を記します。

●

●

●

［修了証明書必要科目【上級】］（Certification: Advanced）

［キャリア・パスのモデルと履修推奨科目］

起業価値評価

デザイン思考 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

テクノロジーマーケティング

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション

ビジネスにおける競争優位性

アフィリエート科目

22
（12）

（10）

2

テクノロジー・マーケティングⅠ

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅡ

テクノロジー・マーケティング
（旧 テクノロジー・マーケティングⅡ（日本語））

Technology Marketing（English）
（旧 テクノロジー・マーケティングⅡ（English））

ビジネスにおける競争優位性

コーポレート・アントレプレナーシップ

ハイテク・アントレプレナーシップ

新興国アントレプレナーシップ

地域政策デザイン論

戦略的デザイン思考

Global Seminar（English）

【QBS開放科目】

ビジネスプランニング演習

ソーシャル・アントレプレナーシップ

1

※1  平成26年度入学者から、表記が変わります。（ニュービジネス・クリエーション →
　　 アントレプレナーシップIV、研究・技術マネジメント論→アントレプレナーシップII）
※2 隔年開講のため、平成26年度は開講されません。　
※3 Global Seminarとは、海外講師招聘集中講義になります。
※4 平成25年度までの受講者は、旧名で提出可

※1 平成26年度入学者から、表記が変わります。（ビジネスにおける競争優位性→
　　アントレプレナーシップIII、アントレプレナーシップ・ファイナンスII →アントレプレナーシップI）
※2 隔年開講のため、平成26年度は開講されません。　
※3 Global Seminarとは、海外講師招聘集中講義になります。
※4 平成25年度時点までのテクノロジー・マーケティングⅠ受講者は、上級修了証明書の
　　発行カウント対象となります。

「テクノロジー・マーケティング」は、製品を通じた市
場との対話を体験的に学ぶ科目です。

●「アントレプレナーシップ・オーガニゼーション」は、組
織の拡大に伴って、柔軟かつ漸次、組織運営を最適
化するスキルを学ぶものです。大学、研究所あるいは
社会的起業（ソーシャル・アントレプレナーシップ）に
おいても、あらゆるところに組織は存在し、「組織」を
効率的に運営することが求められます。いずれの組織
においても、組織の潜在能力を最大限に引き出すこ
とではじめて大きな成果を得ることができるのです。

企業のR&D担当者段階

基礎

応用

応用

実践

企業の新規事業担当者 大学の研究者（理系） 社会起業家 政策立案者

新興国アントレプレナーシップ

コーポレート・アントレプレナーシップ

地域政策デザイン論

ハイテク・アントレプレナーシップ

ソーシャル・アントレプレナーシップ

［修了証明書必要科目］

（種別） （科目数）（必要科目数） （対象科目）

必修科目 アントレプレナーシップ入門

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ

アイデア・ラボⅠ

アントレプレナーシップ・マーケティング

デザイン思考

アイデア・ラボⅡ

キャリア・デザイン 
（旧 アントレプレナーシップ・セミナーⅠ）

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション

イノベーション・マネジメント
（旧 テクノロジー・マーケティングⅠ）

QRECインターンシップ

ニュービジネス・クリエーション

アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ

アントレプレナーシップ機会認知
（旧 アントレプレナーシップ機会発見）

ロバート・ファン/アントレプレナー
シップ・プログラム（QREP）

研究・技術マネジメント論
（旧 研究技術・経営論）

テクノロジー・マーケティング 
（旧 テクノロジー・マーケティングⅡ（日本語））

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ

Global Seminar（English）

選択科目

（一般科目）

演習科目

2
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1

2

5

1

［20］ ［8］

アフィリエート科目

（種別） （科目数）（必要科目数） （対象科目）

必修科目

選択科目

演習科目

1

1

1

1

［24］ ［4］

アントレプレナーシップ・セミナー
（旧 アントレプレナーシップ・セミナーⅡ）

Technology Marketing（English）
（旧 テクノロジー・マーケティングⅡ（English））

学生の皆さんが考えているキャリアや進路に即して、
どのような科目を履修した方が良いか。すべてに共有
して履修するべき科目もありますが、キャリアによって
履修するべき科目も異なります。学習相談を希望する
ときは、気軽に下記までお知らせ下さい。

【お問い合わせ先】 support@qrec.kyushu-u.ac.jp

※1

※2

※2

※4

※1

※1

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※3

※4

※3

※1
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QREC科目の履修方法Ⅳ

　QREC科目は、「総合科目」、「高年次教養科目」、「大学院共通教育科目」、「QBS提供科目」として提供されます。

また、1科目が2限つづけて開講されるため前期前半・後半科目として学期中頃から始まる科目もあります。
よって、その科目毎で履修登録の方法が異なります。また、所属の学部・学府によっても異なる場合もありますので、
不明な場合は所属の学生係あるいはQREC事務室に確認してください。

※QREC科目は、教育プログラム「チャレンジ２１」
　の申請条件となっている全学教育科目の単位数
　に含めることができます。

http://rche.kyushu-u.ac.jp/c21/
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【学務情報システム】

平成26年度 QREC科目の履修登録スケジュールフロー

●「大学院生のQREC科目」の履修登録は、他の「大

　学院共通教育科目」の登録方法と同じく、各学生が

　直接Webから履修登録を行う必要があります。

　履修登録期間内に登録を行って下さい。

●単位修得を希望せず、講義の聴講を希望する場合

　は、各教科の担当教員にその旨をその都度申し出

　てください。

●大学院共通教育科目の履習登録に関しては、学府

　によって別途届出が必要な場合がありますので、不

　明な場合は、所属の学生係に問い合わせ下さい。

6-2．「大学院共通教育科目」 ～大学院生

履修登録方法
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Web履修登録期間中に学務情報システムに
より登録してください。

九大HP → 学生の皆様 → 教務情報 → 
履修登録・成績確認
http://www.kyushu-u.ac.jp/student/
education/rishu.php

「チャレンジ２１」の詳細はこちら

※１ 日程は変更される場合がありますので，公用掲示板の掲示を必ず確認してください。    
※２ 各事項の詳細は，『基幹教育科目履修要項』と公用掲示板の掲示を参照してください。    
※３ 専攻教育科目の履修登録・試験等については，各学部（学科）の指示に従ってください。    

【第１週目】
授業担当教員に受講許可を受けた科目に
ついて学生用Webシステムで履修登録。
（学期後半開講科目もこの期間に登録）

期間外の履修登録不可。

学生用Webシステムで履修登録内容を確認し、
変更があれば学生用Webシステムで修正。

期間外の履修登録不可。

履修登録内容を確認し、変更があれば、窓口に申請。
（Webでの修正不可。）

履修中止する科目（選択科目又は選択必修科目に限る）
があれば、窓口に申請。

随時、学生用Webシステムで成績確認。
疑義がある場合は、担当教員へ問合せ。

学期後半開講科目について、履修中止する科目
（選択科目又は選択必修に限る）があれば、
窓口に申請。

履修登録確定。これ以後の変更は原則不可。

学期前半開講科目の教場試験

学期後半開講科目は初回授業

授業担当教員の判断により、教場試験を実施

定期試験期間

［前期］
［後期］

４月１１日（金）～４月１８日（金）
１０月１日（水）～１０月８日（水）

［前期］
［後期］

４月25日（金）～４月30日（水）
１０月１6日（木）～１０月20日（月）

［前期］
［後期］

5月9日（金）～5月１3日（火）
１０月27日（月）～１０月29日（水）

［前期］
［後期］

5月１4日（水）～5月20日（火）
１０月30日（木）～１1月6日（木）

［前期］
［後期］

6月4日（水）～6月１0日（火）
１1月25日（火）～１2月1日（月）

［前期］
［後期］

6月１１日（水）～6月１7日（火）
１2月2日（火）～１2月８日（月）

［前期］
［後期］

7月9日（水）～7月１5日（火）
１月１3日（火）～１月20日（火）

［前期］
［後期］

7月24日（木）～7月30日（水）
１月28日（水）～2月3日（火）

［前期］
［後期］

7月3１日（木）～8月6日（水）
2月4日（水）～2月10日（火）

［前期］
［後期］

8月7日（木）～8月１3日（水）
2月１2日（木）～2月1８日（水）

［前期］
［後期］

8月下旬～9月上旬
2月下旬～3月上旬

【第３週目前半】

【第４週目後半】

【第５週目】

【第８週目】

【第９週目】

【第１３週目】

【第１５週目】

【第１６週目】

【第１７週目】
病気や忌引きにより受験できなかった場合は、申請
により「追試験」を受験可能。「学習到達度再調査」
は、授業担当教員の判断により必要に応じて実施。

受講許可を受けて
履修登録

履修確認・修正

最終確認

履修中止
（学期後半開講科目を除く）

学期前半開講科目
最終週

学期後半開講科目
開始

履修中止
（学期後半開講科目のみ）

授業最終週

定期試験

追試験・
学習到達度再調査

成績確認

【学期開始前】
各自で必要な単位数等を確認。 掲示で履修上の
注意事項を確認。 時間割で開講科目の確認。
シラバスで授業内容を理解。

［前期開始前］
［後期開始前］

4月上旬
9月下旬

履修計画

学生が学生用Webシステムで
登録できる期間

QRECのホームページより
追加履修登録できる期間

集中講義等はWeb履修登録期間外に履修
申請を受け付ける場合があるので、QREC
ホームページまたはQREC事務室へ確認し
てください。

※P.11の注記＊1、＊2を参照

 ～学部生6-1．「全学教育科目（総合科目/高年次教養科目）」 「基幹教育科目（総合科目/高年次基幹教育科目）」

QRECでは、第8週目、第9週目の期間に学期後半開講
科目についての追加履修登録が可能です。 
履修登録方法の詳細については、QRECホームページ
（http://www.qrec.kyushu-u.ac.jp）をご覧ください。

左記フロー注記［ ］
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QREC科目を受講する場合についてⅥ

QREC科目を受講するにあたり、下記の手順をご確認ください。

①QRECホームページ ： http://www.qrec.kyushu-u.ac.jp

以下のいずれかよりダウンロードしてください。

Web学習システムを使用するにあたっては、
自己登録を行います。

QBS提供科目の履修方法Ⅴ

QREC科目の履修登録

Web学習システムの利用

　経済学府産業マネジメント専攻（ビジネス・スクール：QBS）が提供する「QBS提供科目」は、QREC科目を履修し

ている専門職大学院、大学院生のみ履修可能です(学部生は不可)。科目によっては、履修の人数制限がある場合も

あります。QBSの方以外で履修希望の方は、早めにQREC事務室まで届け出を行って下さい。

●QBSの学生は、通常のQBS科目と履修方法は同じ

　です。Webより履修登録を行って下さい。

●QBSの学生に関しては、履修人数の制限の適用を

　受けません。

①履修希望者は、まず指導教員へ他専攻科目履修に関する相談を行ってください。

②許可が得られたらQREC事務室に「QBS提供科目」の履修希望の連絡を行って下さい。

QREC事務室：メール support@qrec.kyushu-u.ac.jp／電話 092-642-4014
「①履修希望科目名、②所属学府、③学年、④氏名、⑤学籍番号、⑦履修している（したことのある）QREC科目
名」を明記してください。

ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター
QREC事務室（箱崎地区理系ゾーン：産学連携棟Ⅰ ３階）
電話:092-642-4014　　　
メール:support@qrec.kyushu-u.ac.jp　
ホームページ:http://www.qrec.kyushu-u.ac.jp

③各「QBS提供科目」毎に、QRECが制限数の学生を選定し、該当の学生に「推薦状」を発行します。

④推薦状を受け取ったら、各「QBS提供科目」の担当教員へ聴講届を、所属の学生係に「他専攻履修 
　届」を、それぞれQRECの「推薦状」を添えて届け出てください。

発行できましたら連絡しますので、QREC事務室へ直接受け取りにお越しください。

○経済学府産業マネジメント専攻（QBS）の学生

履修登録手順

●原則としてQREC科目を履修している（したことがあ

　る）大学院生、専門職大学院生のみ受講できます。

●人数制限等がある場合がありますので、QREC事

　務室まで届け出を行って下さい。推薦状を発行しま

　すので、履修登録締め切りに間に合うように、早め

　に届け出を行って下さい。

●QBS提供科目は、単位取得希望者以外の聴講はで

　きません。

○経済学府産業マネジメント専攻
　（（QBS）以外の大学院生、専門職大学院生）

お問合せ
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履修登録の方法については、P.16参照

http://webct.kyushu-u.ac.jp/

QRECでは授業の運用にあたり、
「九州大学　Web学習システム」を使用します。

Web学習システムでの主な運用内容は、下記の5つです。

初回講義の時、担当教員より当該内容についてはお伝えしますが、
事前に使用方法については、マニュアルを一読しておくことが望ましいです。

　Web学習システムのマニュアルダウンロード先

Web学習システムの自己登録

［QRECホームページ］

［九大ホームページ］

［QRECホームページ］

［Web学習システム］

［「自己登録」を行って下さい。］

［左メニュー「マニュアル」をダウンロード］

［学生ポータルシステムへ遷移］

［eラーニングWeb学習システム］

［学生の皆様］

［九大Web学習システム］ ［左メニュー「マニュアル」をダウンロード］

②九大ホームページ ： http://www.kyushu-u.ac.jp/

1

2

コース登録の方法については、下記に手順を記載していますので、参照ください。Web学習システムのコース登録

［QRECホームページ］ ［QRECの講義］ ［Web学習システム登録方法］

3

出席カードの提出
（全科目対象） 講義資料の配布 レポート提出 講義に関する

連絡事項
科目終了後の
アンケート
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履修生の声Ⅶ

「何やろっかなー？」
　これからの学生生活をぼんやり考えていた入学式
の日に、偶然にもQRECのパンフレットを僕は見まし
た。その考えになんとなく魅力を感じて履修すること
にしたのですが、今思うと非常に幸運なことでした。
僕がQRECの講義の特徴・良さとして考えるのは、次
の２つの点です。
●多様な人との出会い
　QRECの講義の多くで、数人で問題の解決方法を
模索する「グループワーク」が行われます。学部・研究
室を超えてさまざまな考え方を持つ人と交流すること
ができ、毎回刺激的な学びを行えます。
●「失敗」の経験
　QRECの講義では何かしらの失敗をしながら、前進
するというプロセスを体験できます。この経験を繰り
返すことで、僕は失敗を恐れずにいろいろなチャレン
ジをして、失敗を打ち消すような面白い体験をするこ
とができるようになりました。
　以上のように、QRECの講義を受けることは、かけ
た時間に見合うだけの価値があります。どんな人にと
っても何かしらの新しい体験をできる機会が与えられ
ているので、この機会を活かすことをおすすめします。

QREC科目を受講していかがでしたか？
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【QRECで、この１年で履修した科目】

経済学部
経済・経営学科　２年

東　晃一

●アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ
●アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ
●アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ
●アントレプレナーシップ・オーガニゼーション
●テクノロジー・マーケティングⅠ
●テクノロジー・マーケティングⅡ
●ニュービジネス・クリエーション
●コーポレート・アントレプレナーシップ

　2013年度にQREC科目を受講しようと思ったの

は、自分自身が起業に関心があったことが一番でし

た。実際、受講してみて、アントレプレナーシップは

もちろんですが、仲間やプレゼン力、簿記、起業に

あたっての資金調達などこれからの人生で必要なも

のを習得することができたと思います。アントレプレ

ナーシップということで起業を念頭において、受講

していましたが、人生の岐路とも重なって、将来の

生き方を考えることもできました。起業など経験を

元に様々な話をしてくださる玉置先生のおかげで、

私が起業すること、それ自体が目的になりかけてい

ることに気づきました。そんな中でアントレプレナー

シップを活かすのは起業に限ったことではないこと

を強く知りました。今では、いかに自分という存在を

活かして、自分のしたいことをし、社会に貢献できる

かを考えるに至り、大学でウナギの研究をしようとし

ています。起業を考えていない学生にこそ受けて欲

しい授業だと感じています。今後とも、QRECに関

わっていきたいと考えています。

将来の生き方を
考えることもできました

【QRECで、この１年で履修した科目】

※学年は、2013年度時点のものです。

農学部　
生物資源環境学科　2年　

髙崎 竜太朗

●アントレプレナーシップ入門
●アイデア・ラボⅠ
●アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ
●アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ

　私はこれまでQRECを2年間受講してきました。

その中でもちろん経営の知識を深く学ぶことが出

来ましたが、それ以上に得られたものが2つありま

す。1つ目は議論する能力です。議論する上で自分

の考えを相手に伝えられることが必要不可欠です。

QRECの授業では毎回ディスカッションが行われ

るので、その中で自分の考えを伝えることが出来る

能力を培うことが出来ました。2つ目は様々なバッ

クグラウンドを持った人と出会えたことです。普通

の授業では他の受講生と仲良くなる機会はほとん

どありません。しかし、QRECでは議論など通じて

受講生同士で話す機会が多いので学部生からビジ

ネススクールの学生まで様々な方と仲良くなること

が出来ました。このようにQRECは起業の知識を教

えてくれるだけではなく、様々な機会を提供してく

れています。なので、起業に興味がある人はもちろ

ん、起業には興味ないけど色々な人に出会ってみ

たいという人も受講してみてはいかがでしょうか？

様々な人や機会との出会いが
僕を変えた

【QRECで、この１年で履修した科目】

21世紀プログラム課程 2年

小田原 周哉

●アントレプレナーシップ入門
●アントレプレナーシップ・セミナーⅡ
●アイデア・ラボⅠ
●アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ
●アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ
●テクノロジー・マーケティングⅡ
●ハイテク・アントレプレナーシップ

「何やろっかなー？」偶然の幸運。
かけた時間に見合うだけの価値！

　入学時点ではQRECどころかアントレプレナー

シップという言葉すら知らなかった自分。

　興味半分・先輩のすすめ半分で始めた受講でし

たが、1年間で驚くほど成長できたと思います。

　QRECの講義は講義にはない特色がいくつか

あります。

　１つはグループワーク中心の授業。QRECの講

義は学部1年から院生まで、文系から理系まで幅

広い層の人が集まっています。違う専門分野・学

年の方と議論すると自分にない考え方を持ってい

る方も多く視野が広がります。

　2つ目は多彩な特別講師。講義では特別講師が

こられることも多いのですが、多分野で活躍され

る方々の話を聞けるのは貴重な体験です。

　ここで学んだことはどのような場でも活かせる

ものです。是非とも受講をおすすめします。

入学時点と比べると驚くほど
成長できた自分を発見

工学部　
電気情報工学科　1年

森 みづき

●アントレプレナーシップ入門
●アイデア・ラボⅠ
●アントレプレナーシップ機会認知
●アイデア・ラボⅡ

【QRECで、この１年で履修した科目】

【プログラム】
●QRECインターンシップ
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　私たちの生きている時代は、インターネットの

恩恵により激しい変化が起こっています。その最

たる例はオンラインショップのAmazonでしょう。

クリックひとつで商品が自宅に届く。そんな時代を

一体誰が想像できたでしょうか。

　QRECの授業では、そのような「変化の時代」

で私たちが生き残るための術を学ぶことができ

ます！課題を見つけ、それを解決するためにチー

ムでアイディアを出し合い、アイディアを洗練し、

そして実践する。通常の座学とは異なり、一人一

人が独自性を発揮しコミュニケーションをとって

結論を導くような授業が開講されていて、すごく

充実した時間を過ごすことができます！

　もしこの文章を読んでいるあなたが変化の時

代で生きていきたいと思うならQRECの授業を受

講し、自分自身を成長させるきっかけとしましょう！

成長すればきっと世界が見違えて見えます！
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【QRECで、この１年で履修した科目】

システム情報科学府 
情報学専攻　修士１年

久世 昌和

●アントレプレナーシップ入門
●アントレプレナーシップ・セミナーⅠ
●アイデア・ラボⅠ
●アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ
●アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ
●アントレプレナーシップ機会認知
●アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ
●テクノロジー・マーケティングⅠ

【QREC参加プロジェクト】

●QSHOP（クローバー代表）

I think that Technology Marketing II is a great 
course which lets you practice everything from 
teamwork in decision making to argumentation 
when proposing a course of action. You also get 
to practice analyzing large amounts of data, and 
then use that data as a foundation for your 
arguments and team decisions.
The competitive atmosphere of Technology 
Marketing II, when running the simulations allows 
you and your team to do your best in order to win, 
and still have a lot of fun while doing it. 
The course also have a different side to it, and that 
is the psychological side. While some people enjoy 
going through very large amounts of data in order 
to find the “optimal” solution, some people prefer 
to “understand” their opponents and try to 
outsmart them, while some people are a mix of the 
two. This course allows you and your team to do it 
the way you want!
Personally I thought that this was the most enjoy-
able course that I took last semester and would 
recommend it to anyone who’s got an interest in 
marketing. I also think that the experiences made 
during this course will prove most helpful in the 
future!
Good Luck!

【QRECで、この１年で履修した科目】

システム情報科学府　２年

Jimmy Larsson

（スウェーデンストックホルム　
KTH Royal Institute of Technology からの留学生）

●テクノロジー・マーケティングⅡ（English)

「変化の時代」で私たちが
生き残るための術を学ぶ

　私がQRECを受けて得たメリットを、QBS生の視

点より３つご紹介します。

　一つは、「アントレプレナーシップ(起業家精神)」

を学ぶことができたこと。これはイノベーションや

デザイン思考といった新しい価値を生み出す力で

す。今や起業家だけに求められるものではなく、ビ

ジネスパーソンの誰もが持つべき資質です。

　二つ目は、知識の幅が広がること。QRECには

様々な魅力的なカリキュラムがあります（シラバ

スは熟読してください、見落とすと後悔します）。

別の角度からビジネスを学ぶことで、結果として

自分の専門分野に対するより深い理解を得ること

ができます。

　三つ目は他学部(府)とのシナジーです。自分の

専攻の中では出て来ないアイデアから、大きな刺

激を受けます。それが自分の思い込みの殻を破り、

思考の可能性を広げます。グループワークなどを通

して、友情も生まれます。それは自分の専攻だけに

閉じこもっていては、決して得ることのできない価

値です。

魅力的なQRECカリキュラム。
シラバスは熟読を！
見落とすと後悔します。

Most enjoyable course 
that I took last semester

【QRECで、この１年で履修した科目】

経済学府 
産業マネジメント専攻　２年 

増本　衛

●地域政策デザイン論
●研究・技術マネジメント論
●ハイテク・アントレプレナーシップ
●コーポレート・アントレプレナーシップ

【QREC参加プロジェクト】

●QSHOP（QBPHメンバー）

　私は芸術工学部工業設計学科に属しており、デ

ザインの勉強をしています。QRECは講義内容の

レベルが幅広く、誰でも受講できる内容となって

います。私は３年生になってから、アイデア創出の

基本的な部分を学べる講義をとりつつ、自分の専

門分野の知識を活かすことができ、さらにステッ

プアップできるような講義を受講しています。新興

国アントレプレナーシップでは、実際にバングラデ

シュへ行き、現地での徹底的なフィールドワークを

行い、彼らのニーズを捉えたモノ・サービスを考え

ることができました。ここでは自分の専門分野以

外の人とチームを組むことで新たな発想や知識を

会得することができます。研究・技術マネジメント

論では各界において第一線で活躍される外部の

講師を招き、普段では聴くことのできない発展的

で、高度な専門的な内容を聴き、社会で本当に求

められる能力とはどのようなものなのかを学ぶこ

とができます。特に、慶應義塾大学の田中先生の

講義は、3Dプリンターの出現と世界の変革につ

いて学び、自分の専攻分野により近い内容を聴く

ことで、自分がどのようなデザイナーであるべき

かを考えさせられました。

【QRECで、この１年で履修した科目】

芸術工学部
工業設計学科

金澤 尚樹

●アントレプレナーシップ機会認知
●研究・技術マネジメント論
●アイデア・ラボⅡ
●新興国アントレプレナーシップ

これまで触れたことのない分野。

【QREC参加プロジェクト】

●C&C（だんだんボックスメンバー）
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QREC学生プロジェクトⅧ

　チャレンジ＆クリエイション（C&C）は、「キャンパスから創造と挑
戦の風を起こそう」を掲げ、九州大学に在籍する院生や学生が自ら企
画するユニークな研究・調査プロジェクトをサポートする全学事業で、
1997年にスタートしました。これまでの参加学生は延べ650人を数
えます。採択したプロジェクトの中には行政や地域のコミュニティに
活動が広がっていくものも少なくなく、九州大学の独自性を示す象徴
的なプロジェクトに成長しました。
　自分自身の独創的でイノベイティブ（革新的）な発想を自ら開発・展
開・実践することで「九大生」であることを問いかけてみませんか？

24 25

※QREC で毎年主催している学生プロジェクトです。九州大学に在籍する学生の皆様に応募のチャンスがあります。
　公募等については随時QRECホームページでお知らせします。http://www.qrec.kyushu-u.ac.jp

●アントレプレナーシップ・セミナーII 2013 企画・運営プロジェクト　●「九大祭」起業体験プログラム（略称：QSHOP）企画・運営プロジェクト

［2013年度採択プロジェクト］

キャンパスから創造と挑戦の風を起こそう チャンスを活かせ!! チャレンジは新しい夢への第一歩!!

【課題テーマプロジェクト】

【チャレンジ&クリエイション（C&C）2014募集要項】

チャレンジ＆クリエイション（C&C） アカデミックチャレンジ（AC）

1件につき上限50万円
※九州大学の会計規則に沿って支給されます。
現金で一括支給するわけではありません。

QREC HPから申請書をダウンロードして記入し、
WEBにてエントリーして下さい。
URL:www.qrec.kyushu-u.ac.jp/cc
◆応募締切 2014年5月12日（月） 

QREC HPから申請書をダウンロードして記入し、WEBにてエントリーして下さい。　URL:www.qrec.kyushu-u.ac.jp/ac
◆応募締切 2014年5月19日（月） 

2014年5月20日（火）応募者審査会

成果発表会
2015年2月頃（予定）
※優れた成果をあげたプロジェクトに対しては
「総長賞」が授与されます。

応募方法

助成金額
九州大学の大学院の在学生で、30歳未満の方。個人による申請。
※同一研究室からは複数件は採択しません。このため指導教員の承認確認を兼ねて推薦書を提出頂きます。
※他の研究助成と研究テーマの重複申請はご遠慮下さい。

応募資格

1件につき上限50万円
※九州大学の会計規則に沿って支給されます。現金で一括支給するわけではありません。助成金額

応募方法

成果発表会・報告書の提出

（1）自らの専攻に関係する学術的な研究。　
（2）修士論文・博士論文等に関係するテーマであっても可。募集テーマ

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/cc http://qrec.kyushu-u.ac.jp/ac

【アカデミックチャレンジ（AC）2014募集要項】

募集プロジェクト
次の3タイプです。同一個人の重複応募は認められません。
（1）自由テーマプロジェクト
自分の興味と問題意識に基づいて自由にテーマ設定してくださ
い。国際交流、環境・医療・福祉問題、地域づくりなど、独自性・
社会性・学際性をもった研究・ 実践プロジェクトを期待します。
（2）事業構想プロジェクト
あなたのアイデアを事業化・起業化に向けて膨らましてみません
か。技術的なテーマでなくてもかまいません。事業化に向けては、
対外的な発表も含め、多面的な支援を行ないます。
（3）課題テーマ
各テーマ毎に企画チームを編成します。ご興味のある方は次項
（P.26-27）を参照のこと。
Ⅰ：「アントレプレナーシップ・セミナー」企画・運営プロジェクト
Ⅱ：「九大祭」起業体験プログラム（略称QSHOP）」
　企画・運営プロジェクト

　アカデミックチャレンジ（AC）は、九州大学に在籍する大学院生を
対象にした研究助成です。学生自らが研究計画を企画し、必要な資
金を手当てし、実際の研究を行う、この一連の実践を通じて「研究マ
ネジメント」を習得することを狙いとしています。将来のイノベーショ
ンに繋がる萌芽的な研究を促進するために学生が自らの発想で学術
研究に向き合い、独創性、柔軟性を発揮できる機会を提供します。

2015年2月頃（予定）成果発表会を行うとともに、研究成果報告書をご提出頂きます。

プロジェクト名 テーマ

1

2

3

4

5

風向変動を再現できる新型回転風洞の開発
（水平軸風車のヨーエラーによるエネルギーロスの研究のため）

「ラジオデザイン」プロジェクト

ギャルのためのコミュニケーション促進ツールの開発

再生可能廃材による楽器プロジェクト
～「もったいない」の心を音にする～

九州初の実験開発ラボSciece Labo 『MARCH』立ち上げを
目指して

障がい者アートの商品化に関する提案
(だんだんボックス学生実行委員会)

Create Together　
～ NO border between you and me ～

「Farm Share House 篠原」
～地域協働農園付き学生シェアハウス創出による地域活性化に向けた
ビジネスモデル構築に関する研究～

マルチエージェントシステムを応用した
自動作曲フレームワークの研究・提案

自 由

自 由

自 由

自 由

自 由

プロジェクト名 テーマ

6

7

8

9

事業構想

事業構想

事業構想

事業構想

［2013年度採択プロジェクト］

プロジェクト名

1

2

3

4

5

プロジェクト名

6

7

8

9

超低消費電力次世代スピントランジスタの実現に向けた
高品質ハーフメタル／シリコン構造の創製

両親媒性パッチ粒子による３次元コロイド結晶の実現
～毛管凝集を利用する新しいアプローチ～

[5]ヘリセンのキラリティーを基盤とした多角的な応用研究

機能性人工核酸による部位特異的RNA化学修飾反応の開発と
遺伝情報編集技術およびラベル化反応への展開

ロジウム触媒を用いたケトイミンの直接的不斉アルキニル化反応の開発

超高速LSIの創成に向けた単結晶Ge高品位形成プロセスの開発

生体発光共鳴エネルギー転移（BRET）を用いた抗ウイルス免疫応答に
関わるミトコンドリア外膜タンパク質MAVSの活性化機構の解析

純スピン流を用いた高性能ナノスピントルクオシレータの開発

環境ナノ粒子
～微生物間の応答性・相互作用メカニズムの解明～
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QREC科目 シラバス一覧Ⅸ
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※最新シラバスは、九州大学 QRECホームページのシラバスより確認して下さい。
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◆2014年度講義時間割

［前期・前半］

※時間割に掲載されていないQREC科目については、別途、科目一覧、各シラバス（P.32以降）または、
　QRECホームページのシラバスにて確認してください。

土曜日 日曜日

月曜日

３時限目
13:00～14:30

4時限目
アントレプレナー
シップ入門
（五十嵐、玉置）

テクノロジー・
マーケティング
（シュナック、牧野）

ハイテク・
アントレプレナーシップ
（五十嵐）※隔週通期

14:50～16:20

5時限目
16:40～18:10

6時限目
18:30～20:00

7時限目
20：20～21:50

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

1時限目
8:40～10:10

2時限目
10:30～12:00

3時限目
13:00～14:30

4時限目
14:50～16:20

5時限目
16:40～18:10

アントレプレナーシップ・
ファイナンスⅠ
（玉置）

アントレプレナーシップ・
マネジメント
（山田）※隔週

アントレプレナーシップ・
マネジメント
（山田）※隔週

［前期・後半］

土曜日 日曜日

月曜日

３時限目
13:00～14:30

4時限目
アイデア・ラボⅠ
（五十嵐、平井）

アントレプレナー
シップ・
マネジメントⅡ
（玉置） キャリアデザイン

（牧野）
ハイテク・アントレ
プレナーシップ
（五十嵐）
※隔週通期

14:50～16:20

5時限目
16:40～18:10

6時限目
18:30～20:00

7時限目
20：20～21:50

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

1時限目
8:40～10:10

2時限目
10:30～12:00

3時限目
13:00～14:30

4時限目
14:50～16:20

5時限目
16:40～18:10

アントレプレナーシップ・
マネジメントⅠ
（山田）※隔週

アントレプレナーシップ・
マネジメント
（山田）※隔週

イノベーション・マネジメント
（朱）※隔週

イノベーション・マネジメント
（朱）※隔週

［後期・前半］

土曜日 日曜日

月曜日

３時限目
13:00～14:30

4時限目
アントレプレナー
シップ入門
（牧野、高田）

アントレプレナー
シップ機会認知
（五十嵐）

14:50～16:20

5時限目
16:40～18:10

6時限目
18:30～20:00

7時限目
20：20～21:50

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

1時限目
8:40～10:10

2時限目
10:30～12:00

3時限目
13:00～14:30

4時限目
14:50～16:20

5時限目
16:40～18:10

アントレプレナーシップ・
マーケティング
（牧野）

アントレプレナーシップ・
オーガニゼーション
（黒木）※隔週

土曜日 日曜日

1時限目
8:40～10:10

2時限目
10:30～12:00

3時限目
13:00～14:30

4時限目
14:50～16:20

5時限目
16:40～18:10

ニュービジネス・
クリエーション
（五十嵐・玉置）

アントレプレナーシップ・
オーガニゼーション
（黒木）※隔週

アントレプレナーシップ・
ファイナンスⅡ
（東出）※隔週

［後期・後半］

研究・技術マネジメント論
（谷川）

ビジネスにおける
競争優位性
（高田）※隔週

18：50-22：00 18：50-22：00
コーポレート・
アントレプレナーシップ
（玉置）※隔週

月曜日

３時限目
13:00～14:30

4時限目
14:50～16:20

5時限目
16:40～18:10

6時限目
18:30～20:00

7時限目
20：20～21:50

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

アントレプレナー
シップ・セミナー
（五十嵐） ビジネスに

おける
競争優位性
（高田）※隔週

18：50-22：00 18：50-22：00
コーポレート・
アントレプレナー
シップ
（玉置）※隔週

アイデア・ラボⅠ
（五十嵐、平井）

Technology 
Marketing
(English)
（牧野・シュナック）
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◆科目一覧及び開講地区（⅓）※開講地区や日程等については変更になる場合もありますので、QRECホームページのシラバスにて適宜ご確認ください。 【QRECホームページ シラバス】 http://www.qrec.kyushu-u.ac.jp/educations/syllabus

科目名
段階

基礎

基礎

基礎

基礎

基礎

基礎

基礎

基礎

基礎

基礎

基礎

基礎
応用

教員名/連絡先 開講学期等
概要 科目

単位
(数) 備考 該当

ページ

2

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

2

2

2

2

2

2

1

1

2

2

2

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

アントレプレナーシップ入門 伊都キャンパス

前期・前半 水曜日 4，5限：２コマ連続

伊都キャンパス

前期・後半

前期・後半

水曜日 4，5限：２コマ連続

伊都キャンパス

後期・後半
初日5限のみ

水曜日 4，5限：２コマ連続

後期・前半
最終日４限のみ

水曜日 4，5限：２コマ連続

伊都キャンパス

箱崎キャンパス

事前：箱崎キャンパス
現地：米国シリコンバレー　事後：福岡市内

前期・前半

前期・隔週 土曜 3・4・5限 日曜 1・2限：2コマ連続

前期 土日で8コマ

土曜日 １，２限：２コマ連続

前期・後半 水曜日 4，5限：２コマ連続

金曜日 5，6限：２コマ連続

伊都キャンパス

大橋サテライト

後期 土日で8コマ

大橋サテライト

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

伊都キャンパス　
箱崎キャンパス

後期・後半 金曜日 ５，６限：２コマ連続

後期 1，2月事前講義、3月現地、総括講義

五十嵐　伸吾（QREC） igarashi@qrec.kyushu-u.ac.jp

五十嵐　伸吾（QREC） igarashi@qrec.kyushu-u.ac.jp

平井　康之（芸術工学院）hirai@design.kyushu-u.ac.jp

アイデア・ラボⅠ

アイデア・ラボⅠ

キャリア・デザイン

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ

デザイン思考

平井　康之（芸術工学院）hirai@design.kyushu-u.ac.jp

デザイン思考

山田　仁一郎（大阪市立大学大学院）　 yamada@bus.osaka-cu.ac.jp

アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ

玉置　浩伸(QREC) tamaki@qrec.kyushu-u.ac.jp

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ

玉置　浩伸(QREC) tamaki@qrec.kyushu-u.ac.jp

玉置　浩伸(QREC) tamaki@qrec.kyushu-u.ac.jp

アントレプレナーシップ・セミナー

牧野　恵美（QREC） makino@qrec.kyushu-u.ac.jp

牧野　恵美（QREC） makino@qrec.kyushu-u.ac.jp

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・プログラム（QREP）

谷川　徹（産学連携センター） tanigawa@astec.kyushu-u.ac.jp

高田　仁（経済学研究院） mtakata@en.kyushu-u.ac.jp

アントレプレナーシップ入門

五十嵐　伸吾（QREC） igarashi@qrec.kyushu-u.ac.jp

五十嵐　伸吾（QREC） igarashi@qrec.kyushu-u.ac.jp

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

旧アントレプレナーシ
ップ・セミナーⅠ

旧アントレプレナーシ
ップ・セミナーⅡ

12月上旬に説明会実
施。その後申込受付。
定員20－21名程度。
レポートと面接にて選
考を行う。

「アントレプレナーシップ」とは何かを考え、「アントレプレナーシップ」をもって
行動することとはどのようなことかを学ぶ。

「アントレプレナーシップ」とは何かを考え、「アントレプレナーシップ」をもって
行動することとはどのようなことかを学ぶ。

起業及び社内起業に必要な基礎知識を座学およびケース・スタディ（英文教材も含
む）を通じて学ぶ。アントレプレナーシップ・マネージメントⅠと併せて受講すること
で、全般的な知識が身につくよう設計されており、Ⅱでは主にマーケティング、企業
倫理、経理・財務、販売、資本市場を中心に学習する。最終回は講師の日米両国に
おける起業体験を話す。

戦略、組織、技術経営（MOT)など経営学の基礎を学び、ケーススタディーで応
用力を鍛える。

デザイン思考は、アメリカのデザイン事務所アイデオによって提唱され世界に広がった「すべて
の人に開かれたデザイン手法」である。人々のニーズ、テクノロジー、ビジネスの視点から、チー
ムで課題を発見し、解決策を考えるアプローチであり、デザインの専門を越えてビジネスや教育
で実践されている。本授業は、「戦略的デザイン思考」の受講のための入門編であり、ファシリテ
ーション、ラピッドプロトタイピング、チームワーク、アイデア発想手法の初歩を学ぶ。9月に大橋
サテライトにてワークショップ形式の集中講義で行う。

デザイン思考は、アメリカのデザイン事務所アイデオによって提唱され世界に広がった「すべて
の人に開かれたデザイン手法」である。人々のニーズ、テクノロジー、ビジネスの視点から、チー
ムで課題を発見し、解決策を考えるアプローチであり、デザインの専門を越えてビジネスや教育
で実践されている。本授業は、「戦略的デザイン思考」の受講のための入門編であり、ファシリテ
ーション、ラピッドプロトタイピング、チームワーク、アイデア発想手法の初歩を学ぶ。２月後半に
大橋サテライトにてワークショップ形式の集中講義で行う。

起業家精神とイノベーションのメッカ、米国シリコンバレーにおいて、 ベンチャー企業や
外資系大企業、大学、弁護士事務所、さらにはNPO等、現地で活躍する経営者、エンジニ
ア、研究者、あるいは学生等の考え方や生き方に親しく接する機会を提供して、起業家精
神（チャレンジ精神、自立意識、個性の発揮等）やグローバル思考の重要性を認識させる
とともに、自らの生き方、考え方、進路等を考えるきっかけを与える。

特に起業を念頭におき、会計・財務を学習する。仕訳の基礎から始め、財務諸表の作成方
法、財務分析、創業時の資本政策、ベンチャーキャピタルからの資金調達を想定した企業
価値算定まで、幅広い知識をつけると共に、より高度な財務を学習するアントレプレナー
シップ・ファイナンス（後期）への導入とする。

社会の一線で活躍するゲスト講師招聘によるインタラクティングによる議論。学生
企画委員による講義運営

アイデア創出力の養成を目指す。合わせてチーム力を極大化するスキムを習
得する。

アイデア創出力の養成を目指す。合わせてチーム力を極大化するスキムを習
得する。

アントレプレナーシップを考える前提として、「働く」ことの意義や目的とは何か、
いかに自らのキャリアを設計していくか、そのためにはどのような考え方、知識、行
動、アプローチが必要なのかを履修学生一人一人が考える契機を提供する。各自
の資質について振り返る強み診断、静物写真を使った演習、特別講演などを予定。

メイン教室

遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり
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◆科目一覧及び開講地区（⅔）※開講地区や日程等については変更になる場合もありますので、QRECホームページのシラバスにて適宜ご確認ください。 【QRECホームページ シラバス】 http://www.qrec.kyushu-u.ac.jp/educations/syllabus

科目名
段階

基礎
応用

基礎
応用

応用

応用

応用

応用

応用

応用

応用

応用

応用

応用

教員名/連絡先 開講学期等
概要 科目

単位
(数) 備考 該当

ページ

2

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

2

後期・前半
最終日4限のみ

水曜日 4，5限：２コマ連続

伊都キャンパス

伊都キャンパス

前期・前半

後期・ 隔週

後期・後半

水曜日 4，5限：２コマ連続

箱崎キャンパス

前期・隔週 土曜日 ３，４限：２コマ連続

土曜日 ３，４限：２コマ連続後期・隔週

土曜日 ３－５限後期・隔週

伊都キャンパス

後期・前半 土曜日 １，２限：２コマ連続

水曜日 ４，５限：２コマ連続
初日５限のみ　　　　

金曜日 ４，５限：２コマ連続　　後期・前半

後期・後半

土曜日 １，２限：２コマ連続

夏期集中 9月に4日間

金曜 QBS6・7限（18：50-22：00）・
初日6限のみ　　　　

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

大橋サテライト

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

黒木　正樹（立命館大学）　mkt07847@ba.ritsumei.ac.jp

テクノロジー・マーケティング

イノベーション・マネジメント

ビジネスにおける競争優位性

平井　康之（芸術工学院）    hirai@design.kyushu-u.ac.jp

Technology Marketing(English)

研究・技術マネジメント論
-競争力ある研究者、技術者、リーダーになるために-

ニュービジネス・クリエーション

戦略的デザイン思考

アイデア・ラボⅡ

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション

牧野　恵美（QREC） makino@qrec.kyushu-u.ac.jp

牧野　恵美（QREC） makino@qrec.kyushu-u.ac.jp

牧野　恵美（QREC） makino@qrec.kyushu-u.ac.jp

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅡ

谷川　徹（QREC） tanigawa@astec.kyushu-u.ac.jp

谷川　徹（QREC） tanigawa@astec.kyushu-u.ac.jp

アントレプレナーシップ・マーケティング

アントレプレナーシップ機会認知

五十嵐　伸吾（QREC） igarashi@qrec.kyushu-u.ac.jp

東出　浩教（早稲田大学ビジネススクール） hiro@waseda.jp

高田　仁（経済学研究院）mtakata@en.kyushu-u.ac.jp

朱　穎　（経済学研究院）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

芸術工学研究院専門科目

○

-

○

○

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

-

○

○

○

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

-

○

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

-

○

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

-

○

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

旧テクノロジー・
マーケティングⅠ

旧デザイン・
シンキング

旧テクノロジー・
マーケティングⅡ

旧テクノロジー・
マーケティングⅡ
（English）

平成２６年度開講なし

社会、経済、技術など実社会のトレンド、ニュース等から「変化」を読み取る。

技術革新のスピードが目覚しく、企業間競争が激化している中、企業はいかに
価値創造を実現していくかは重要な課題である。本講義は経営学の観点からイ
ノベーション・マネジメントおよび市場創造の基礎知識を紹介し、「技術と市場」
の基礎フレームワークを学んで行く。

研究や技術はそれ自体では価値を持たない。具体的な製品やサービスとなり社会で生かされて
初めて意味を持つ。従って大学で学ぶものは、世界の大きな環境変化や社会のニーズ多様化な
どを踏まえ、様々な角度から研究や技術のあり方、活用の仕方、そして社会で通用する人材像を
考えねばならない。本授業では、実業界等で活躍する多様な講師陣が専門分野について講義し、
それを踏まえて受講生によるグループ討議を行う等、双方向のクラス運営を行う。キャリア形成
を考える理系・文系両方の学生に有用な講義。

This intensive course is the equivalent of “Technology Marketing” in English. 
Students will be divided into competing teams to play a sophisticated 
computer game called Markstrat. Students practice making executive 
decisions on product development, distribution, HR, marketing and sales to 
develop an experience-based understanding of major marketing theories.

「デザイン思考」とは、デザイナーの手法を応用、人間の観察を起点として、課題発見から解決法提案
にまでいたる問題解決手法である。アメリカのデザイン事務所“IDEO”によって提唱され世界に広が
った。狭義のデザインの概念を越え、あらゆる分野における課題解決のための有効な手法であり、ビジ
ネスや教育分野等、多くの分野で活用が進んでいる。本授業ではIDEOのメンバーを講師として招聘、
「デザイン思考」を活用した具体的な社会課題解決法を体験するとともに、アイデアから実ビジネスへ
のプロセスを学ぶ。9月に大橋サテライトにて集中講義を行う。英語による講義もある。

企業が高いレベルの業績を安定的・継続的に上げるために、自社に特有の中核的な
能力を形成し、競争優位性を確保しなければならない。その能力は、ブランドやコア
技術、知的財産、行動様式など多面的である。本講義は、ビジネスにおける競争優
位性の形成やマネジメント手法にかんし、特にMOT（技術経営）の観点から理論と
実例を交えて学ぶ。

管理の幅、階層性、水平分業など「組織」の基礎概念を事例を交えて学習し、いか
に段階的に組織を立ち上げていくかを習得する。

アントレプレナーシップ・ファイナンス及びファンドの理論習得 - 投資家、起業家　
それぞれの立場から起業機会を評価し投資する。もしくは投資を受けることができ
るようになることを目標とする。

「アイデアラボⅠ」では発想法を「アントレプレナーシップ機会認知」では社会変化
の気付きを学ぶ。本講義では、具体的な課題に対する解決策を検討する上での問
題解決法を学ぶ。

QREC科目の「基礎」及び「応用」フェーズの統合科目。QREC科目で学んだ内容
を適宜活用し1つの事業立ち上げのプロセスを疑似体験する。

「アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ」及び「同Ⅱ」で学習したマーケティングの
基礎をより発展させる。ケーススタディー、ワークショップを多用し、演習を中心と
してSTPマーケティング、パーミッションマーケティング、顧客価値などのテーマを
中心に実践的マーケティングを体験的に学習する。

高性能な製品が売れるとは限らない。市場に受け入れられる性能、価格等を適切に
バランスさせて初めて売れる商品となる。本講座ではシミュレーションゲームを使
用。企業経営者の立場から製品開発、販路の選択、価格の決定、人事配置、広告・調
査等を実際にゲームの中で意思決定することで体験的にマーケティングを学ぶ。

メイン地区

ジェフリー・シュナック（スリーロック株式会社）jeffschnack@3rock.consulting.com

ジェフリー・シュナック（スリーロック株式会社）jeffschnack@3rock.consulting.com

shu@en.kyushu-u.ac.jp

五十嵐　伸吾（QREC） igarashi@qrec.kyushu-u.ac.jp

五十嵐　伸吾（QREC） igarashi@qrec.kyushu-u.ac.jp

玉置　浩伸(QREC) tamaki@qrec.kyushu-u.ac.jp

遠隔講義あり

遠隔講義あり

応用 2
アイデア・ラボⅡ

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

平成２６年度開講なし
「アイデアラボⅠ」では発想法を「アントレプレナーシップ機会認知」では社会変化
の気付きを学ぶ。本講義では、具体的な課題に対する解決策を検討する上での問
題解決法を学ぶ。五十嵐　伸吾（QREC） igarashi@qrec.kyushu-u.ac.jp
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◆科目一覧及び開講地区

◆高年次教養科目の表記一覧（履修可能対象者）

※開講地区や日程等については変更になる場合もありますので、QRECホームページのシラバスにて適宜ご確認ください。 【QRECホームページ シラバス】 http://www.qrec.kyushu-u.ac.jp/educations/syllabus

科目名
段階

実践

実践

実践

実践

実践

実践

実践

教員名/連絡先 開講学期等
概要 科目

単位
(数) 備考 該当

ページ

2

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

○

2

1

2

4

2

61

62

63

64

65

66

2

前期・隔週
金曜日､６，７限：２コマ連続

夏期集中

箱崎キャンパス

博多駅サテライトキャンパス等

箱崎キャンパス

前期・夏期集中 週末数回および８月集中

通期集中　原則隔週土曜

通期

後期・隔週
金曜 QBS6・7限（18：50-22：00）・
初日7限のみ　　　　

箱崎キャンパス（事前・事後講義、ワークショップ）
東日本大震災東北被災地区（南三陸町等）フィールドスタディ

Global Seminar（English）

コーポレート・アントレプレナーシップ

QRECインターンシップ

※表中の「前期」とは、4月1日～9月30日　「後期」は、10月1日～翌年3月31日の区分になります。

※QREC科目名は、高年次教養科目、大学院共通教育科目において名称が異なる場合もあります。後述のシラバスにてご確認下さい。

在校生とH26年度以降入学者では、上記①～④の科目の高年次教養科目の表記が変わります。ご留意下さい。

kkawamoto@agr.kyushu-u.ac.jp
谷口博文（産学連携センター）
川本憲一（産学連携センター）
堀尾容康（炭素資源国際教育研究センター）

   hiro-taniguchi@astec.kyushu-u.ac.jp

   horio@cm.kyushu-u.ac.jp

新興国アントレプレナーシップ
－途上国の課題解決をデザインする試み－

地域政策デザイン論

玉置　浩伸(QREC) tamaki@qrec.kyushu-u.ac.jp

玉置　浩伸(QREC) tamaki@qrec.kyushu-u.ac.jp

学外非常勤講師

谷川　徹（QREC） tanigawa@astec.kyushu-u.ac.jp

谷川　徹（QREC） tanigawa@astec.kyushu-u.ac.jp

ソーシャル・アントレプレナーシップ

ハイテク・アントレプレナーシップ

五十嵐　伸吾（QREC） igarashi@qrec.kyushu-u.ac.jp

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

○

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

-

○

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

-

○

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

-

-

-

-

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

-

-

○

-

社会人受講生をまじえ
た講義形式　　　
博多駅サテライトキャン
パスを原則とするが、
例外はシラバスシステ
ムで確認すること。

海外講師招聘
集中講義

平成２６年度開講
なし

QREC科目の実践編。プロジェクト・ベースで技術を基礎とする事業の立ち上
げの実践力を養う。

未定

アントレプレナーシップの観点より、いかに政策を立案すべきかを学ぶ。

先進国たる我国においても、雇用、教育、環境、医療、高齢化、過疎化、都市問題等、解決すべき様々な社
会的課題が山積している。本授業では、東日本大震災の被災地における社会的課題に焦点を当て、受講
者にその解決に向けた具体的提案と実現プロセスを実体験させ、社会的課題解決能力と意欲を醸成する。
また「デザイン思考」の手法を取り入れ、東北地域で数日間のフィールドスタディを行う他、学内外の講師
により九州大学キャンパスに於いて、組織論、ファイナンス、マーケティング、ビジネスモデル等の基礎に
つきガイダンスを行う。

本演習講義はQREC修了証明書を取得可能となった年度に受講可能となる。例え
ば、当該年度に後に選択科目二単位及びQRECインターンシップを取得すれば修
了証明の要件を満たす場合などである。インターンシップ受入先は、担当教員のア
ドバイスの元、学生が自力で探すことを前提とする。海外の場合、英語力に最低基
準を設けることもある。詳細については個別にガイダンスを行う。

様々な分野におけるアントレプレナーシップ発揮の可能性と重要性理解、世界に存
在する多様な文化・生活・価値観の理解、途上国（BOP）問題の理解、新たな価値創
造におけるデザイン手法の理解、創造性発揮機会の提供、積極性・主体性向上、事
業創造や技術マネジメントに関する理解、コミュニケーション能力の向上等。

社内起業及び企業内ベンチャーキャピタルに関し、座学およびケース・スタディを通
じて学ぶ。企業内ベンチャーは資本を得やすいなどのメリットがある反面、給与・イ
ンセンティブ体系、母体である部署の経営方針の変化への対応など、特有のイシュ
－が存在し、それらに対応するために適切な組織設計を求められる。ケース・スタデ
ィでは国内外の企業のベスト・プラクティスを習得する。

メイン地区

●

●

平成２６年度以降の入学者

高年次基幹教育科目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

4年2年 3年

アントレプレナーシップI

アントレプレナーシップII

アントレプレナーシップIII

アントレプレナーシップIV

遠隔講義あり

2

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

-

○

○

-

平成２６年度開講
なし

様々な分野におけるアントレプレナーシップ発揮の可能性と重要性理解、世界に存
在する多様な文化・生活・価値観の理解、途上国（BOP）問題の理解、新たな価値創
造におけるデザイン手法の理解、創造性発揮機会の提供、積極性・主体性向上、事
業創造や技術マネジメントに関する理解、コミュニケーション能力の向上等。谷川　徹（QREC） tanigawa@astec.kyushu-u.ac.jp

実践

新興国アントレプレナーシップ
－途上国の課題解決をデザインする試み－

平成２５年度以前の入学者

高年次教養科目

課題科目I

課題科目II

課題科目III

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー ○

○

○

○

○

○

○

○○○

総合科目 １年 2年 3年 4年

①　アントレプレナーシップ・ファイナンスII

②　研究・技術マネジメント論

③　ビジネスにおける競争優位

④　ニュービジネス・クリエーション ニュービジネス・クリエーション
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※QBS提供科目の履修対象者は、大学院生のみ（学部生は不可）。 また履修するためには、QREC科目のいずれかを履修している必要があります。
※QBS提供科目の履修の手順は、P.18をご覧下さい。
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谷川　徹センター長

九州大学ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター（QREC）

　この「履修の手引き」は2010年12月1日に設立された九州大学/ ロバート・ファン/ アントレプレ

ナーシップ・センター（略称：ＱＲＥＣ）が、2014年4月以降に開講する科目群の履修方法につき、説明

するために作成したものです。

　ＱＲＥＣは、九州大学卒業後に米国に渡りビジネスで大成功を収めたロバート・ファン氏の、九

州大学百周年記念寄附金をきっかけとして、従来の九州大学/ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー

（略称ＶＢＬ）を改組、新しく設立された組織ですが、九州大学の全学部・全大学院の学生に対して、

体系的かつ最先端を行くアントレプレナーシップ関連教育を提供することにしています。

　その目標とするところは、九州大学で学ぶ皆さんが、自分たちの持つ可能性を最大限に発揮して自ら

の夢を実現するとともに、世界のあらゆるところで新しい価値を創造できる人間になることができるよ

うに、体験と知識習得の機会を提供することです。それは同時に皆さんを、世界で活躍するリーダーと

して必要な自立心、向上心、そしてグローバル感覚を持つ人材に育成することでもあります。すなわち

皆さんが“個人ベースのイノベーション”を起こすためのサポート役になることを目指しているのです。

　したがってＱＲＥＣの講義科目は、ベンチャー企業の起業に限らず、大企業や大学研究者、ＮＰＯ、

あるいは公的組織など、社会の様々な分野で新しい価値を実現することにチャレンジする人材の育

成を念頭に、多様なメニューを準備しています。また講義の方法も、学生/講師間のディスカッション

など学生参加型スタイルや、ケーススタディ、ビジネス界で活躍するゲストの積極的な招聘、実際の

プロジェクト実現をテーマとした教育法、ワークショップ・・・・など、学生の皆さんの学習意欲が高まる

ように様々な工夫をしています。きっとワクワクするような講義を体験できるものと思っています。

　またＱＲＥＣ科目は、専門科目の学習だけでは得られない幅広い問題発見能力や課題解決能力を

養成するだけでなく、その学習によって専門領域の学習や研究の意欲を高めることにもなります。

このＱＲＥＣ科目は全学教育科目または大学院共通教育科目として提供されますが、その数が多くま

た体系的に設計されていますので、学生の皆さんは在学中に専門科目の履修と併せ、副専攻的な

位置付けで是非履修してもらいたいと思っています。

この「履修の手引き」を参考にして多くの学生の皆さんが受講されることを願っています。

九州大学 白熱講義に参加してみませんか？  お待ちしています！
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